
 

 

 
 

 

 

 

 

  
株式会社日本政策投資銀行（以下「DBJ」という。）は、このたび      

「九州インバウンド観光振興に向けて～空港民営化を契機としたインバウンド
の次のステージへ～（DBJ ･JTBF 訪日外国人旅行者の意向調査（平成 30 年版）
から」と題した調査レポートを発行しました。 

 
 当レポートは、 （公財）日本交通公社（JTBF）と DBJ が共同で、2018 年 
6～7 月および 10 月（災害に関する追加調査）に実施した訪日外国人旅行者の
意向調査を元に、従来からのアジア地域の訪日外国人旅行者の意向に加え、  
世界的なスポーツイベントの開催により誘客が期待される欧米豪地域の訪日 
外国人旅行者の意向を要約したものです。 

また、東アジアからのクルーズ船を中心とする訪日外国人入国者数の伸びが
鈍化する一方、空港民営化がスタートし、インフラ面でも九州の国際化が   
新たなステージに入る段階を迎える状況下、今後の九州インバウンド観光振興
に向けた方向性を考察しています。 

 

調査結果から得られた主な要点として、以下の３点が挙げられます。 

(1) 九州の認知度は、入国者数の大宗を占める東アジアでは高水準であるもの
の、東南アジアや欧米豪については国内の主要観光地と比較して低位に 
とどまっており、伸びしろがある。 

(2) 九州観光へ期待される事柄として、東アジア地域においては「温泉    
アイランド九州」が一定程度定着化している一方、東南アジアや欧米豪に
対しては自然風景を含む、「街並み」「庭園」「旅館」等の日本的な体験型 
観光への期待が高く、九州一円でのコンテンツの磨き上げと提供が必要 
である。 

(3) 九州旅行経験者の満足度は総じて高い傾向にあるものの、更なる満足度 
向上と新たな客層拡大のために、九州一体で導入している多言語    
コールセンターや、キャッシュレス対応等に加え、災害情報の発信体制や
イスラム圏への対応等、新たなおもてなしの強化が必要である。 

 
当レポートをご希望の方は、DBJ ウェブサイト「拠点レポート（九州）」

（https://www.dbj.jp/investigate/area/kyusyu/index.html）に掲載しています
ので、ご参照ください。 
DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～金融フロンティアの   
弛まぬ開拓を通じて、お客様及び社会の課題を解決し、日本と世界の持続的  
発展を実現します～」に基づき、今後とも地域に役立つ情報発信を積極的に  
行ってまいります。 
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